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（金武町議会だより） No.177令和6年6月3日

伊藝菊博 議員

防
災
・
減
災
対
策

一  

般  

質   

問

一  

般  

質   

問

令
和
6
年 

第
2
回（
3
月
） 定
例
会

令
和
6
年 

第
2
回（
3
月
） 定
例
会

（※

質
問
順
に
掲
載
し
、質
問・答
弁
は
要
約
）

（※

質
問
順
に
掲
載
し
、質
問・答
弁
は
要
約
）

金
武
町
上
下
水
道

防
　
犯
　
対
　
策

QRコードをスマートフォンで読み取ると各議員
の一般質問の映像を見ることができます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

     

伊
藝
議
員　

防
災
マ
ッ
プ
を
訓

練
前
に
学
校
で
教
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

金
城
明
美 

学
校
教
育
課
長    

学

校
で
も
今
後
や
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
学
校

と
相
談
し
な
が
ら
授
業
の
中
で

組
込
め
る
か
調
整
し
て
い
く
。

伊
藝
議
員　

沖
縄
電
力
と
の
災

害
時
に
関
す
る
協
定
は
。

仲
間 

一 

町
長　
町
内
の
倒
木
樹

木
の
接
触
等
に
よ
る
停
電
や
道

路
の
寸
断
等
の
発
生
を
防
ぐ
こ

と
や
早
期
の
停
電
復
旧
の
た
め

に
復
旧
作
業
及
び
電
力
設
備
へ

影
響
を
及
ぼ
す
樹
木
等
除
去
作

業
の
支
援
等
に
関
す
る
協
定
を

令
和
５
年
10
月
に
締
結
し
た
。

伊
藝
議
員　

昨
年
の
台
風
で
電

線
に
草
木
が
引
っ
か
か
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
調
査
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

知
念 
久 
総
務
課
長　
個
人
の
敷

地
等
は
町
が
調
査
で
き
な
い

が
、
承
諾
を
得
れ
ば
町
や
沖
縄

電
力
が
取
組
め
る
の
で
令
和
６

年
の
台
風
が
接
近
す
る
時
期
に

対
応
を
進
め
て
い
く
。

伊
藝
議
員　

戸
別
受
信
機
の
設

置
状
況
は
。

町
長　

令
和
６
年
２
月
末
時
点

で
設
置
予
定
件
数
５
７
３
０
件

に
対
し
、
設
置
件
数
が
４
０
１

７
件
、
設
置
率
は
70
・
１
％
と

な
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員　

高
齢
者
、
要
援
護

者
台
帳
は
毎
年
更
新
さ
れ
て
い

る
か
。

町
長　

民
生
委
員
の
協
力
を
得

な
が
ら
４
年
に
１
度
の
戸
別
調

査
と
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
要

介
護
、
要
支
援
状
態
の
変
更
の

際
に
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

連
携
し
、
更
新
を
行
っ
て
い

る
。

伊
藝
議
員　

町
内
上
水
道
管
の

管
理
状
況
は
。

町
長　

平
成
元
年
〜
９
年
度
に

か
け
て
金
武
区
、
中
川
区
、
屋

嘉
区
、
並
里
区
が
統
合
し
、
各

区
の
簡
易
水
道
事
業
で
整
備
し

た
水
道
管
の
一
部
が
現
在
も
更

新
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古
い
も
の

で
昭
和
53
〜
59
年
度
に
布
設
し

た
お
お
よ
そ
９
１
５
２
メ
ー
ト

ル
の
水
道
管
は
耐
用
年
数
40
年

を
経
過
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
老
朽
化
の
著
し
い
水
道
管

は
早
急
に
耐
震
管
へ
更
新
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

伊
藝
議
員　

破
損
し
た
場
合
の

対
応
と
連
携
は
。

町
長　

多
く
は
住
民
か
ら
の
通

報
を
受
け
、
軽
微
な
修
繕
は
職

員
で
行
う
が
、
機
械
等
を
使
用

す
る
場
合
は
町
内
の
４
業
者
と

金
武
町
上
水
道
施
設
漏
水
待
機

業
務
の
年
間
契
約
を
締
結
し
て

お
り
、
そ
の
月
の
漏
水
対
応
当

番
業
者
と
連
携
を
図
り
漏
水
修

繕
を
行
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員　

こ
れ
ま
で
下
水
道

管
の
破
損
は
あ
る
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
破
損
し
て
い

な
い
が
、
中
継
ポ
ン
プ
の
故
障

や
破
損
は
度
々
発
生
し
て
お

り
、
油
の
塊
や
衣
類
、
お
む
つ

等
、
下
水
道
へ
流
し
て
は
い
け

な
い
も
の
の
流
入
が
原
因
と
な

っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員　

下
水
道
、
排
水
設

備
（
宅
内
配
管
）
の
接
続
率
は
。

町
長　
（
左
表
の
と
お
り
）

伊
藝
議
員　

町
内
の
青
色
回
転

パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
は
何
台
か
。

町
長　
10
台
で
あ
る
。

伊
藝
議
員　

町
内
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
講
習
者
数
は
。

町
長　

令
和
６
年
３
月
時
点
で

80
名
で
あ
る
。

伊
藝
議
員　

町
の
防
犯
カ
メ
ラ

は
何
台
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長
　
43
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

伊
藝
議
員　

成
果
は
。

町
長　

提
供
し
た
画
像
デ
ー
タ

に
事
件
の
解
決
に
つ
な
が
っ
た

事
例
が
幾
つ
か
あ
っ
た
。

電線に絡みついている草木

町内下水道接続率 （％）

区
金　武
並　里
伊　芸
屋　嘉
合　計

23.80
84.70
84.15
73.03
67.71

接続率
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（金武町議会だより）No.177 令和6年6月3日

與那城直也 議員

沖
縄
県
内
全
域
の
貯
水
率

低
下
に
伴
う
臨
時
的
な
町

内
か
ら
の
取
水
及
び
浄
水

配
水
の
再
開
の
検
討

人
工
透
析
機
能
の
誘
致

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

與
那
城
議
員　

沖
縄
県
企
業
局

は
沖
縄
本
島
内
11
ダ
ム
の
貯
水

率
は
過
去
10
年
で
最
低
の
貯
水

率
で
あ
る
と
公
表
し
た
。
こ
の

ま
ま
少
雨
が
続
け
ば
４
月
に
は

断
水
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
が
、
県
企
業
局

が
断
水
を
判
断
し
た
場
合
、
臨

時
的
か
つ
期
間
限
定
的
に
取

水
・
浄
水
設
備
を
再
稼
働
さ
せ

る
こ
と
で
町
民
を
断
水
に
伴
う

生
活
の
不
便
か
ら
救
済
す
る
た

め
の
措
置
を
検
討
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
町
と
し
て
の
考
え
は
。

仲
間 

一 

町
長　
住
民
生
活
や
社

会
経
済
活
動
へ
の
大
き
な
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
町
は

現
在
断
水
に
備
え
、
金
武
浄
水

場
及
び
並
里
浄
水
場
の
再
稼
働

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
降
雨

状
況
や
沖
縄
県
企
業
局
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
水
不
足
に
備

え
た
対
策
に
取
組
ん
で
い
く
。

與
那
城
議
員　

現
在
の
浄
水
場

は
ど
う
い
う
状
態
か
。

伊
芸 

誠 

上
下
水
道
課
長　
並
里

浄
水
場
で
は
敷
設
し
て
い
る
砂

が
石
灰
で
固
ま
っ
て
お
り
、
表

面
か
ら
20
〜
30
セ
ン
チ
は
岩
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
そ
れ
を
取
り
除
き
、
令
和

6
年
3
月
末
に
は
砂
を
投
入
す

る
計
画
で
あ
る
。

與
那
城
議
員　

粒
状
活
性
炭
の

効
果
は
何
か
月
持
つ
か
。

上
下
水
道
課
長　

粒
状
活
性
炭

は
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
吸
着
具
合
に
も

よ
る
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
持
つ
か

と
は
明
確
に
は
で
き
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
、
あ
る
程
度
維
持
は

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

與
那
城
議
員　

企
業
局
が
断
水

し
た
場
合
、
町
の
タ
ン
ク
が
空

に
な
る
の
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
時

間
が
か
か
る
か
。

上
下
水
道
課
長　

並
里
の
タ
ン

ク
は
２
カ
所
で
約
８
０
０
ト
ン

で
あ
り
１
日
で
消
費
し
、
金
武

の
タ
ン
ク
は
約
２
０
０
０
ト
ン

な
の
で
多
少
は
残
る
と
考
え
る
。

與
那
城
議
員　

企
業
局
が
夜
間

８
時
間
断
水
し
た
場
合
は
対
応

で
き
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

想
定
と
し
て

は
22
時
に
停
止
す
る
の
で
、
地

下
水
を
タ
ン
ク
に
送
る
作
業
は

朝
の
時
点
で
は
満
水
に
な
る
と

想
定
し
て
い
る
。

與
那
城
議
員　

腎
機
能
障
害
に

関
わ
る
障
害
手
帳
所
持
者
で
人

工
透
析
の
治
療
を
行
っ
て
い
る

人
数
及
び
糖
尿
病
治
療
を
受
け

て
い
る
人
数
は
。

町
長　

町
は
腎
機
能
障
害
に
係

る
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
方
は
40
名
で
軽
度
な
治
療
を

含
む
糖
尿
病
の
治
療
者
数
は
１

２
６
０
名
で
あ
る
。

與
那
城
議
員　

透
析
機
能
を
設

置
す
る
た
め
に
町
外
か
ら
の
施

設
誘
致
や
町
内
医
療
施
設
の
設

備
投
資
の
た
め
の
補
助
金
制
度

創
設
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

町
内
医
療
機
関
で
人
工

透
析
導
入
へ
の
検
討
を
行
っ
た

経
緯
は
あ
る
が
、
導
入
に
係
る

医
療
機
器
等
の
コ
ス
ト
や
将
来

に
お
け
る
透
析
患
者
の
動
向

等
、
そ
の
採
算
性
等
を
鑑
み
、

現
在
ま
で
に
開
設
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

　

町
は
こ
れ
ま
で
に
透
析
施
設

の
誘
致
に
つ
い
て
町
内
外
の
医

療
機
関
に
声
か
け
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
近
隣
の
市
町
村
に
お

い
て
は
透
析
施
設
整
備
に
向
け

た
話
合
い
が
進
行
し
て
い
る
と

の
情
報
も
あ
り
、
そ
の
動
向
も

注
視
し
な
が
ら
引
き
続
き
人
工

透
析
を
必
要
と
す
る
町
民
が
安

心
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
関

係
す
る
医
療
機
関
や
近
隣
市
町

村
と
も
意
見
交
換
を
重
ね
て
透

析
施
設
誘
致
に
向
け
検
討
を
し

て
い
る
。

與
那
城
議
員　

Ｋ
Ｉ
Ｎ
放
射
線

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
活
用
す
る
考
え

方
は
な
い
か
。

島
袋 

博 

保
健
福
祉
課
長　
法
人

が
経
営
的
に
成
り
立
つ
の
か
と

い
う
話
に
な
る
。
近
隣
で
も
検

討
し
て
お
り
、
一
つ
に
ま
と
め

た
ほ
う
が
経
営
的
に
も
成
り
立

つ
と
聞
い
て
い
る
た
め
、
そ
こ

も
含
め
て
幅
広
く
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

金武浄水場並里浄水場
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（金武町議会だより） No.177令和6年6月3日

伊藝直樹 議員

農
　
業
　
振
　
興

水
　
道
　
水

中
　
川
　
区

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藝
議
員　
並
里
区
武
田
原
地

区
の
遊
休
農
地
解
消
の
進
捗
状

況
は
。

仲
間 

一 

町
長　
令
和
５
年
度
は

武
田
原
地
区
耕
作
放
棄
地
対
策

協
議
会
を
２
回
開
催
し
、
耕
作

放
棄
地
対
策
の
実
証
試
験
と
し

て
一
部
の
約
３
６
０
０
㎡
の
伐

採
を
行
い
、
８
年
度
ま
で
の
５

か
年
計
画
で
整
備
を
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
武
田
原
地
区
水
田
の

遊
休
農
地
解
消
に
係
る
取
組
み

と
し
て
金
武
町
水
田
再
生
利
用

及
び
担
い
手
等
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
引
き

続
き
武
田
原
地
区
の
遊
休
農
地

解
消
に
つ
い
て
は
協
議
会
と
連

携
し
て
取
組
ん
で
い
く
。

伊
藝
議
員　
農
地
で
刈
り
取
っ

た
ツ
ル
ヒ
ヨ
ド
リ
は
そ
の
場
で

焼
却
が
可
能
か
。

町
長　
ツ
ル
ヒ
ヨ
ド
リ
は
全
体

を
丁
寧
に
根
か
ら
抜
き
取
り
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
密
閉
し
て
処

分
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
農
地
に
お
い
て
は

周
辺
環
境
に
配
慮
の
上
、
除
草

剤
に
よ
る
防
除
も
有
効
な
手
段

と
な
っ
て
い
る
。
農
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
野
焼
き

に
つ
い
て
は
法
律
に
お
い
て
野

焼
き
禁
止
の
例
外
と
し
て
認
め

ら
れ
て
お
り
、
金
武
地
区
消
防

署
等
へ
の
届
出
を
行
う
こ
と
で

野
焼
き
が
可
能
と
な
る
。
農
地

に
お
け
る
ツ
ル
ヒ
ヨ
ド
リ
の
焼

却
に
つ
い
て
も
金
武
地
区
消
防

署
等
に
対
し
て
届
出
を
行
い
、

そ
の
指
導
に
従
い
焼
却
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員　
区
域
別
の※

有
収

率
は
。

町
長　
（
左
表
の
と
お
り
）

伊
藝
議
員　
屋
嘉
区
は
約
83
％

だ
が
そ
の
原
因
は
。

伊
芸 

誠 

上
下
水
道
課
長　
令
和

元
年
〜
２
年
に
漏
水
調
査
を
全

地
域
で
実
施
し
た
時
は
漏
水
が

発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
に
漏
水
が
発
生
し
た
た

め
で
あ
る
。

伊
藝
議
員　
水
道
管
の
耐
用
年

数
は
。

町
長　
地
方
公
営
企
業
法
で
規

定
さ
れ
て
い
る
耐
用
年
数
表
で

40
年
と
な
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員　
水
道
管
の
内
側
は

使
え
ば
使
う
ほ
ど
何
か
詰
ま
っ

た
り
す
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　
金
武
・
並
里

は
地
下
水
を
使
っ
て
い
た
関
係

で
硬
度
が
高
く
、
こ
の
内
面
に

石
灰
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
が

原
因
で
詰
ま
っ
て
い
る
。

伊
藝
議
員　
令
和
４
年
度
は
何

件
工
事
を
行
っ
た
か
。

上
下
水
道
課
長　

22
件
で
あ

る
。

伊
藝
議
員　
小
雨
が
続
き
、
中

川
地
区
で
も
農
業
用
水
の
確
保

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
用

水
池
の
嵩
上
げ
は
で
き
な
い
か
。

町
長　
中
川
区
が
管
理
す
る
農

業
用
水
取
水
池
は
軍
用
地
内
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄
防
衛
局

と
の
協
議
が
必
要
と
な
る
。
ま

た
、
現
在
の
堰(

せ
き)

の
嵩
上

げ
が
可
能
か
工
法
等
に
つ
い
て

も
検
討
を
し
て
い
く
。

伊
藝
議
員　
令
和
２
年
３
月
定

例
会
で
中
川
区
内
の
農
業
用
水

の
事
業
採
択
に
向
け
て
県
と
協

議
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
と

答
弁
が
あ
っ
た
が
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
。

町
長　
特
定
用
水
利
補
給
区
域

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
キ
ト

ヨ
バ
ル
（
木
登
代
原
）
と
シ
ナ

タ
バ
ル
（
志
那
田
原
）
の
土
地

改
良
区
域
に
つ
い
て
事
業
採
択

に
向
け
て
事
業
計
画
を
作
成
し
、

事
業
要
望
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

当
該
用
地
区
の
整
備
計
画
に

お
け
る
費
用
対
効
果
や
整
備
後

の
土
地
改
良
区
へ
の
編
入
に
係

る
合
意
形
成
等
に
課
題
が
あ
り
、

事
業
採
択
ま
で
に
至
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

武田原地区の遊休地

有収率とは
給水する水量と料金として収入のあった水量との比率

有収率 (％) 有収率 (％)地　区地　区

金武地区

喜瀬武原地区

中川地区

並里地区

屋嘉地区

米軍

86.98

100.00

97.62

91.97

83.21

100.00
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山里　均 議員

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
里
議
員　
導
入
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

仲
間 

一 

町
長　
市
町
村
が
発
行

す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
は
令
和
６
年
２
月
末
現

在
、
全
国
で
は
６
９
５
市
町
村
、

沖
縄
県
内
で
は
14
の
市
町
村
が

導
入
を
し
て
お
り
、
先
行
導
入

し
た
市
町
村
へ
導
入
効
果
や
課

題
等
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
て
い
く
。

山
里
議
員　
排
気
量
１
２
５
ｃ

ｃ
以
下
の
登
録
台
数
は
。

町
長　
令
和
６
年
２
月
末
現
在
、

排
気
量
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
の
登

録
台
数
は
５
４
５
台
と
な
っ
て

お
り
、
年
間
30
〜
40
台
の
新
規

登
録
が
あ
る
。

山
里
議
員　
市
町
村
に
よ
っ
て

は
３
〜
４
種
類
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
交
付
し
て
い
る
た
め
、

調
査
し
て
交
付
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
が
。

與
那
城
樹 

　
税
務
課
長　
導
入

に
向
け
て
根
拠
、
資
料
調
査
を

行
っ
て
進
め
て
い
く
。

山
里
議
員　
宜
野
湾
市
と
沖
縄

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
は

専
用
タ
グ
を
持
っ
た
道
迷
い
の

認
知
症
者
を
感
知
し
、
家
族
ら

に
居
場
所
を
知
ら
せ
る
自
販
機

を
市
内
に
20
台
設
置
す
る
と
発

表
し
た
。

　

現
在
は
「
ミ
マ
モ
ラ
イ
ド
」

に
よ
っ
て
公
共
施
設
や
介
護
事

業
者
、
公
用
車
、
認
知
症
者
の

家
族
等
51
か
所
に
捜
索
シ
ス
テ

ム
の
子
機
を
設
置
し
て
い
る
。

　

宜
野
湾
市
の
ほ
か
に
２
市
２

町
１
村
が
捜
索
シ
ス
テ
ム
「
ミ

マ
モ
ラ
イ
ド
」
で
認
知
症
者
の

道
迷
い
を
発
見
す
る
自
販
機
を

設
置
し
て
お
り
、
家
族
と
外
出

す
る
時
の
負
担
の
軽
減
で
安
心

し
て
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
町
は
設
置
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

町
長　
対
応
で
き
る
エ
リ
ア
の

拡
大
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
宜
野
湾
市
で
の
課
題

等
を
精
査
し
、
今
後
、
町
へ
の

導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い

く
。

山
里
議
員　
認
知
症
及
び
在
宅

介
護
認
知
症
者
は
何
名
い
る
か
。

町
長　
令
和
５
年
４
月
時
点
で

軽
度
の
方
を
含
め
４
０
０
名
の

方
が
介
護
保
険
申
請
時
に
お
け

る
認
知
症
高
齢
者
相
当
と
見
な

さ
れ
て
お
り
、
在
宅
介
護
認
知

症
者
に
つ
い
て
は
１
４
３
名
と

な
っ
て
い
る
。

山
里
議
員　
１
４
３
名
は
多
く

感
じ
る
が
、
若
年
者
は
何
名
い

る
の
か
。

島
袋 

博 

保
健
福
祉
課
長　
９
名

の
報
告
が
あ
る
。

山
里
議
員　
施
政
方
針
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
あ

る
が
、
ど
う
い
う
講
座
な
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
社
会
的

に
認
知
症
に
対
す
る
偏
見
と
か

を
な
く
す
た
め
に
認
知
症
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
寸
劇

や
講
習
等
で
町
民
に
広
く
知
ら

し
め
る
講
習
内
容
に
な
っ
て
お

り
、
認
知
症
に
対
し
て
の
サ

ポ
ー
タ
ー
と
い
う
こ
と
で
認
証

し
て
育
成
し
て
い
る
講
座
で
あ

る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
令
和
５
年
度

は
約
46
名
を
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
で
育
成
し
た
。

県内の原付バイクオリジナルナンバープレート

国頭村 （上）、 宜野座村 （下）

宜野湾市に設置された専用タグを

持った認知症者を感知する自販機

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
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吉野　潤 議員

農
　
業
　
振
　
興

複
合
庁
舎
整
備
事
業

金
武
町
大
綱
曳

企
業
誘
致
を
含
め
た

ギ
ン
バ
ル
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野
議
員　
農
家
の
自
発
的
な

販
路
拡
大
に
向
け
た
出
荷
体
制

の
援
助
に
関
し
て
今
後
の
取
組

み
は
。

仲
間 

一 

町
長　
こ
れ
ま
で
に
町

は
金
武
町
生
産
機
具
及
び
施
設

資
材
購
入
補
助
金
と
し
て
金
武

町
産
地
表
示
出
荷
資
材
の
補
助

や
金
武
町
産
業
ま
つ
り
、
や
ん

ば
る
産
業
ま
つ
り
、
山
形
県
長

井
市
や
岩
手
県
洋
野
町
と
の
物

産
交
流
展
、
琉
球
新
報
社
で
の

物
産
フ
ェ
ア
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
及
び
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前
広

場
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
沖
縄
ラ
イ

カ
ム
店
で
の
ヤ
ン
バ
ル
物
産
展

等
で
出
店
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
金
武
町
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
事
業
と
し
て
町
の
特
産

品
の
販
路
拡
大
、
生
産
者
の
生

産
意
欲
と
所
得
の
向
上
及
び
金

武
町
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
、
令

和
４
年
度
よ
り
県
内
中
南
部
地

域
で
の
販
路
拡
大
に
取
組
ん
だ
。

吉
野
議
員　
農
産
物
直
売
所
で

直
接
販
売
す
る
農
家
へ
の
支
援

の
取
組
み
は
。

町
長　
令
和
６
年
度
事
業
と
し

て
町
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物

の
品
質
向
上
や
生
産
量
、
販
路

拡
大
を
含
め
た
安
定
出
荷
体
制

等
の
構
築
を
目
的
と
し
て
町
外

の
道
の
駅
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ

ー
ケ
ッ
ト
等
の
農
産
物
直
売
所

等
へ
直
接
販
売
す
る
農
家
に
対

し
３
万
円
を
支
給
支
援
す
る
金

武
町
農
林
水
産
物
出
荷
奨
励
補

助
金
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

吉
野
議
員　
農
業
振
興
（
土
地

改
良
事
業
）
地
区
の
遊
休
農
地
、

耕
作
放
棄
地
へ
の
取
組
み
は
。

町
長　
令
和
５
年
度
は
地
域
計

画
策
定
に
向
け
て
各
地
区
の
中

心
経
営
体
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
農
家
へ
農
地
利
用
に
係
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の

活
用
と
併
せ
て
、
遊
休
農
地
解

消
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
る
。

吉
野
議
員　
マ
ン
ゴ
ー
の
拠
点

産
地
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の

農
家
へ
の
利
点
は
。

町
長　
沖
縄
県
か
ら
拠
点
産
地

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン

ド
化
が
図
ら
れ
、
県
か
ら
産
地

指
導
、
販
売
促
進
、
技
術
問
題

の
解
決
、
施
設
整
備
等
の
積
極

的
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

吉
野
議
員　
ホ
テ
ル
建
設
計
画

に
伴
う
海
外
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

と
の
交
渉
は
進
ん
で
い
る
か
。

町
長　
町
は
１
日
も
早
く
ホ
テ

ル
や
商
業
施
設
等
の
整
備
を
進

め
て
も
ら
う
よ
う
要
請
を
し
て

い
る
。

吉
野
議
員　
沖
縄
県
商
工
連
合

会
へ
の
訪
問
の
目
的
は
。

町
長　
町
は
民
間
投
資
を
活
用

し
た
ギ
ン
バ
ル
跡
地
の
整
備
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沖

縄
県
商
工
会
連
合
会
を
訪
問
し
、

同
地
区
の
現
状
を
説
明
す
る
と

と
も
に
県
内
企
業
等
へ
の
情
報

提
供
を
要
請
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
内
幾
つ
か
の
企

業
か
ら
ギ
ン
バ
ル
地
区
へ
の
参

入
に
興
味
を
示
さ
れ
た
ほ
か
、

あ
る
企
業
か
ら
新
た
な
施
設
整

備
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

吉
野
議
員　
今
後
の
ギ
ン
バ
ル

開
発
に
伴
う
雇
用
の
創
出
に
つ

い
て
町
の
考
え
は
。

町
長　
令
和
８
年
度
に
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｏ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ　

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ

の
隣
接
地
に
お
い
て
フ
ー
ド
コ

ー
ト
や
長
期
滞
在
型
宿
泊
施
設

が
整
備
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
施
設
へ
の

出
店
や
キ
ッ
チ
ン
・
ホ
ー
ル
ス

タ
ッ
フ
、
施
設
清
掃
等
新
規
の

雇
用
創
出
が
期
待
さ
れ
る
。

吉
野
議
員　
複
合
庁
舎
整
備
事

業
に
関
す
る
住
民
説
明
会
の
こ

れ
ま
で
の
経
緯
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
は
10
月
に

庁
舎
建
設
に
係
る
検
討
の
経
緯
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
報
告
等
を
説
明
及

び
意
見
交
換
等
を
各
区
で
実
施

し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
は
５
〜

６
月
に
か
け
て
金
武
町
複
合
庁

舎
整
備
建
設
基
本
計
画
に
つ
い

て
説
明
及
び
意
見
交
換
等
を
各

区
で
実
施
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
金
武
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
役
員
会
、
金
武
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
各
区
の
行

政
懇
談
会
等
で
の
説
明
及
び
意

見
交
換
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
に
同
基
本
計
画

に
係
る
広
報
金
武
特
集
号
の
町

内
全
世
帯
へ
の
配
布
を
行
っ
て

い
る
。

　

基
本
設
計
に
係
る
住
民
説
明

会
は
令
和
６
年
２
月
29
日
と
３

月
３
日
に
全
町
民
を
対
象
と
し

た
説
明
及
び
意
見
交
換
を
町
立

中
央
公
民
館
で
実
施
し
た
。

一般質問が2日間に渡ったため
QRコードが2つあります。

そ
の
他
の
質
問
事
項
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外間慎仁 議員

渡
慶
頭
原
避
難
道
路
と
各
避

難
所
の
設
置
状
況
、
備
え
の

あ
り
方
と
自
主
防
災
組
織
の

取
組
み
支
援

新
開
地
・
う
し
な
ー
社
交
街

の
活
性
化
と
交
通
移
動
手
段
、

観
光
客
受
入
体
制
と
新
開
地

駐
車
場
整
備
計
画

子
育
て
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
間
議
員　
渡
慶
頭
原
地
域
避

難
道
路
の
整
備
状
況
は
。

仲
間 

一
町
長　
こ
れ
ま
で
渡
慶

頭
原
地
域
か
ら
整
備
の
要
望
が

あ
り
、
避
難
道
路
に
つ
い
て
平

成
30
年
度
に
町
道
金
武
２
１
２

号
線
を
延
伸
し
、
町
道
金
武
２

０
４
号
線
と
軍
道
石
川
進
入
路

を
接
続
し
、
避
難
で
き
る
道
路

を
整
備
し
た
が
、
渡
慶
頭
原
地

域
山
手
側
の
一
路
線
は
地
権
者

の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
整
備
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

外
間
議
員　
各
避
難
所
の
設
置

状
況
と
備
え
の
取
組
み
は
。

町
長　
自
然
災
害
で
差
し
迫
っ

た
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

緊
急
的
、
一
時
的
に
避
難
す
る

場
所
と
し
て
町
内
に
45
か
所
、

ま
た
災
害
に
よ
り
住
居
を
失
っ

た
避
難
者
が
長
期
間
滞
在
し
、

避
難
で
き
る
よ
う
避
難
所
13
か

所
を
指
定
し
て
お
り
、
令
和
４

年
に
作
成
し
た
防
災
マ
ッ
プ
に

掲
載
し
、
町
民
に
配
布
し
て
い

る
。
ま
た
各
避
難
所
に
備
蓄
食

料
や
避
難
簡
易
ベ
ッ
ド
、
毛
布

や
マ
ッ
ト
、
間
仕
切
り
テ
ン
ト

を
配
備
し
て
い
る
。

外
間
議
員　
自
主
防
災
組
織
の

取
組
み
支
援
は
。

町
長　
渡
慶
頭
原
地
区
、
伊
芸

地
区
、
屋
嘉
地
区
に
お
い
て
は

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
る
こ

と
を
念
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
地
区
自

主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
た
。
町

は
災
害
時
に
備
え
、
自
主
防
災

活
動
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め

防
災
用
資
機
材
の
提
供
、
ま
た

機
材
等
を
適
切
に
管
理
す
る
観

点
か
ら
、
防
災
倉
庫
を
整
備
し

災
害
対
応
に
備
え
て
い
る
。

外
間
議
員　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況
は
。

町
長　
２
月
末
ま
で
の
利
用
実

績
で
延
べ
１
２
８
３
世
帯
、
２

７
５
５
名
の
利
用
が
あ
り
、
月

平
均
で
約
１
１
６
世
帯
、
２
５

１
名
、
１
日
当
た
り
約
５
世
帯
、

12
名
の
利
用
で
あ
る
。

　

令
和
５
年
６
月
よ
り
土
曜
日

に
月
に
１
度
、
町
内
認
可
保
育

施
設
と
連
携
を
図
り
、
子
ど
も

の
年
齢
や
季
節
に
応
じ
た
遊
び

等
の
催
し
を
実
施
す
る
こ
と
で

１
０
３
世
帯
、
１
９
２
名
が
利

用
し
、
利
用
者
か
ら
今
後
も
継

続
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
、

令
和
６
年
度
も
町
内
認
可
保
育

施
設
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
組

み
を
継
続
し
、
子
育
て
支
援
を

推
進
し
て
い
く
。

外
間
議
員　
施
政
方
針
に
お
い

て
夏
場
の
強
い
日
差
し
の
中
で

も
安
全
に
安
心
し
て
遊
べ
る
よ

う
な
膜
屋
根
等
を
基
本
計
画
を

策
定
し
て
整
備
し
て
い
く
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
整
備

計
画
を
予
定
し
て
い
る
か
。

町
長　
金
武
地
区
公
園
は
夏
場

の
直
射
日
光
が
強
い
時
期
は
１

〜
３
歳
児
専
用
エ
リ
ア
の
ゴ
ム

チ
ッ
プ
マ
ッ
ト
が
熱
を
持
ち
、

特
に
歩
行
の
安
定
し
な
い
乳
幼

児
は
、
手
や
膝
を
つ
い
た
り
す

る
こ
と
か
ら
夏
場
は
利
用
し
づ

ら
い
た
め
、
利
用
者
か
ら
の
対

策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
景
観
や
採
光
性
も
考
慮

し
な
が
ら
１
〜
３
歳
児
専
用
エ

リ
ア
に
安
全
・
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
膜
屋
根
等
の
整
備

に
向
け
て
取
組
ん
で
い
く
。

外
間
議
員　
新
開
地
や
う
し
な

ー
社
交
街
の
活
性
化
の
た
め
に

タ
ク
シ
ー
等
の
交
通
移
動
手
段

が
必
要
で
あ
り
、
以
前
か
ら
非

常
に
深
刻
な
課
題
と
し
て
様
々

な
団
体
や
個
人
等
か
ら
要
請
、

相
談
等
が
あ
る
と
思
う
が
、
町

は
ど
の
よ
う
な
対
策
で
取
組
ん

で
い
る
の
か
。

町
長　
町
内
に
お
け
る
移
動
手

段
の
確
保
を
図
る
た
め
、
公
共

交
通
会
議
の
設
置
、
公
共
交
通

計
画
の
策
定
を
念
頭
に
、
令
和

６
年
度
か
ら
町
内
の
観
光
交
通

ニ
ー
ズ
の
調
査
分
析
を
行
い
、

金
武
町
地
域
公
共
交
通
基
本
構

想
の
策
定
に
取
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
観
光
や
夜
間
の
飲
食
、

社
交
街
に
お
け
る
移
動
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
も
、
本
町
の
振

興
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
基
本
構
想
に
包
含
し
て
検

討
を
し
て
い
く
。

各議員の一般質問QRコード

きんタームランドの膜屋根整備予定場所 （赤丸）
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仲村広美 議員

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
村
議
員　
児
童
福
祉
、
就
学

前
教
育
及
び
義
務
教
育
に
関
す

る
部
署
を
統
合
し
、
新
た
な
課

の
設
置
に
向
け
て
の
機
構
改
革

を
推
進
し
て
い
く
考
え
の
よ
う

だ
が
、
そ
こ
に
至
っ
た
経
緯
と

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

考
え
か
。

仲
間 

一 

町
長　
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
及
び
事
務
事
業
の
効
率

化
、
集
約
化
を
目
的
に
実
施
す

る
も
の
で
、
令
和
８
年
度
の
複

合
庁
舎
の
完
成
を
控
え
、
子
育

て
世
帯
に
対
し
て
児
童
福
祉
と

就
学
前
教
育
及
び
義
務
教
育
に

関
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
連
携

し
て
取
組
め
る
よ
う
機
構
改
革

を
計
画
し
て
い
る
。

仲
村
議
員　
令
和
６
年
度
に
第

１
回
金
武
町
大
綱
曳
を
計
画
し

て
い
る
が
、
各
区
と
の
連
携
等

ど
の
よ
う
な
体
制
で
事
業
を
進

め
て
い
く
考
え
か
。

町
長　
金
武
区
・
並
里
区
の
大

綱
引
き
の
ほ
か
、
伊
芸
区
、
屋

嘉
区
で
伝
統
的
に
綱
引
き
が
行

わ
れ
て
き
た
が
、
経
験
者
や
指

導
者
の
減
少
、
区
民
の
動
員
等

開
催
に
至
る
ま
で
の
労
力
や
負

担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
開
催

が
途
絶
え
て
い
る
。

　

昨
年
金
武
区
観
月
祭
で
22
年

ぶ
り
に
、ト
ゥ
ー
ル
、ガ
ー
エ
ー
、

テ
ー
ビ
ー
が
披
露
さ
れ
、
盛
り

上
が
り
メ
デ
ィ
ア
に
も
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

伝
統
芸
能
を
次
代
に
継
承
し
、

五
穀
豊
穣
祈
願
及
び
町
民
の
団

結
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
町
の
活
性

化
や
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
第
１
回
金
武
町
大
綱
曳

を
開
催
す
る
。

　

ト
ゥ
ー
ル
や
テ
ー
ビ
ー
に
つ

い
て
も
、
各
区
参
加
で
の
実
施

を
予
定
し
て
お
り
、
引
き
綱
な

制
作
を
含
め
各
区
の
伝
統
文
化

を
継
承
す
る
た
め
に
も
大
綱
曳

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
各
区

の
協
力
は
必
要
不
可
欠
と
考
え

て
い
る
。

仲
村
議
員　
金
武
町
ま
つ
り
と

大
綱
曳
の
事
業
で
合
計
３
５
０

０
万
円
。
８
月
に
は
南
米
の
式

典
に
町
長
が
参
加
予
定
で
一
番

大
変
な
時
に
誰
が
陣
頭
指
揮
を

取
ら
れ
る
の
か
。

金
城 

司 

副
町
長　
町
長
が
い
な

い
場
合
、
町
長
に
確
認
し
た
方

が
良
い
も
の
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で

町
長
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

連
携
を
取
っ
て
決
断
す
べ
き
も

の
は
決
断
し
て
い
く
。

仲
村
議
員　
町
長
は
残
っ
て
副

町
長
を
南
米
に
参
加
さ
せ
た
方

が
良
い
と
考
え
る
が
。

町
長　
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
式
典
に

つ
い
て
は
４
年
前
に
副
町
長
が

代
わ
り
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
た

め
今
回
の
判
断
を
し
た
。

仲
村
議
員　
道
路
運
送
法
に
基

づ
い
た
地
域
公
共
交
通
会
議
を

設
置
す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
考
え
か
。

町
長　
町
内
に
お
け
る
移
動
手

段
の
確
保
を
図
る
た
め
、
公
共

交
通
会
議
の
設
置
、
公
共
交
通

計
画
の
策
定
を
念
頭
に
令
和
６

年
度
か
ら
町
内
の
交
通
ニ
ー
ズ

の
調
査
、
分
析
を
行
い
、
金
武

町
地
域
公
共
交
通
基
本
構
想
の

策
定
に
取
組
ん
で
い
く
。

仲
村
議
員　
今
年
度
ブ
ラ
ジ
ル

や
ボ
リ
ビ
ア
で
行
わ
れ
る
記
念

式
典
に
参
加
さ
れ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
施
政
方
針
に
述
べ
て
い

る
今
後
の
文
化
交
流
、
人
材
育

成
等
双
方
の
振
興
発
展
と
シ
マ

ヌ
チ
ュ
と
の
繋
が
り
強
化
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長　
今
年
の
８
月
に
は
ブ
ラ

ジ
ル
金
武
町
人
会
創
立
50
周
年

記
念
式
典
及
び
コ
ロ
ニ
ア
・
オ

キ
ナ
ワ
入
植
70
周
年
記
念
祭
典

が
現
地
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、

現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
金
武
町
人
会

は
研
修
生
を
中
心
に
そ
の
家
族

等
約
８
０
０
名
が
町
人
会
の
会

員
と
な
り
、
新
年
会
、
敬
老
会

や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
等
の
町
人
会
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

　

ボ
リ
ビ
ア
金
武
町
人
会
は
会

員
約
40
名
と
な
っ
て
お
り
、
コ

ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
の
広
大
な

土
地
で
農
業
や
牧
場
を
営
み
生

活
を
し
て
い
る
。

　

今
回
は
２
か
国
か
ら
の
招
待

を
受
け
、
両
国
の
式
典
に
出
席

す
る
。
各
国
の
町
人
会
と
実
際

に
顔
を
合
わ
せ
て
移
民
の
発
祥

の
地
金
武
町
と
し
て
さ
ら
な
る

絆
を
深
め
な
が
ら
交
流
を
し
て

い
く
。

仲
村
議
員　
交
流
事
業
で
課
題

は
あ
る
か
。

伊
藝 

勲 

企
画
課
長　
４
年
ぶ
り

に
こ
の
海
外
移
住
者
子
弟
研
修

生
の
受
入
れ
事
業
を
行
い
、
そ

の
中
で
こ
れ
ま
で
慣
習
的
に
や

っ
て
い
た
４
か
月
の
中
で
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
窮
屈
過
ぎ
る
た

め
も
う
少
し
自
由
の
利
い
た
日

程
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
地
域
の
若
者
と
研
修

生
の
世
代
と
い
ろ
い
ろ
と
未
来

に
つ
い
て
の
話
合
い
も
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

施
　
政
　
方
　
針
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与儀実栄 議員

喜
瀬
武
原
地
域
（
金
武
1
区

12
班
）、
中
川
地
域
の
し
尿

と
生
活
雑
排
水
の
処
理
計
画

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

設
立

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

    

与
儀
議
員　

喜
瀬
武
原
地
域
と

中
川
地
域
は
合
併
浄
化
槽
で
の

処
理
計
画
に
変
わ
り
は
な
い

か
。

仲
間 

一 

町
長　
喜
瀬
武
原
地
区

は
合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
戸

別
処
理
が
有
利
で
あ
る
と
位
置

づ
け
、
現
在
も
そ
の
方
針
に
変

更
は
な
い
。

　

中
川
地
区
は
農
業
集
落
排
水

事
業
を
導
入
予
定
だ
っ
た
が
、

地
域
の
実
態
と
し
て
住
宅
が
点

在
し
、
他
地
区
に
比
べ
る
と
管

路
が
長
く
な
り
中
継
ポ
ン
プ
の

設
置
も
多
く
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら

事
業
導
入
に
は
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

与
儀
議
員　

生
活
排
水
処
理
基

本
計
画
は
。

町
長　

令
和
５
年
度
に
金
武
地

区
消
防
衛
生
組
合
と
協
力
し
策

定
中
で
あ
る
。

与
儀
議
員　

基
本
計
画
を
作
る

前
に
し
尿
問
題
、
処
理
場
問
題

調
査
し
て
は
ど
う
か
。

伊
芸
慎
一
郎
　
住
民
生
活
課
長

　

公
共
下
水
道
の
基
本
構
想
が

策
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
見
直

し
を
し
て
、
そ
れ
と
併
せ
て※

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
の

導
入
等
の
補
助
事
業
が
取
れ
る

か
調
査
も
含
め
て
進
め
て
い
く
。

与
儀
議
員　

地
域
（
受
益
者
）

の
説
明
会
の
予
定
は
い
つ
か
。

町
長　

金
武
町
公
共
下
水
道
基

本
構
想
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
に
関
す
る
補
助
金
の
活

用
等
の
説
明
も
含
め
、
必
要
に

応
じ
て
実
施
す
る
。

与
儀
議
員　

日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
の
内
容
は
。

町
長　

事
業
の
内
容
は
介
護
予

防
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
で

は
調
理
、
掃
除
等
、
日
常
生
活

に
対
す
る
援
助
を
行
う
サ
ー
ビ

ス
や
理
学
療
法
士
が
短
期
集
中

的
に
関
わ
る
こ
と
で
日
常
生
活

の
活
動
の
改
善
の
相
談
や
指
導

を
行
う
サ
ー
ビ
ス
等
が
あ
る
。

　

ま
た
、
一
般
介
護
予
防
事
業

で
は
各
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い

る
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
教
室
、

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
住
民
健

診
時
に
行
わ
れ
る
口
腔
健
診
や

口
腔
衛
生
指
導
等
が
あ
る
。

与
儀
議
員　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
設
立
の
考
は
あ
る
か
。

町
長 

　

現
時
点
で
設
置
の
構
想

は
な
い
が
、
町
に
は
現
役
時
代

に
培
っ
た
豊
富
な
知
識
や
経
験

と
技
能
を
持
つ
元
気
な
高
齢
者

が
多
数
い
る
た
め
、
公
益
社
団

法
人
沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
の
助
言
等
や
他
市

町
村
の
事
例
を
踏
ま
え
今
後
検

討
を
し
て
い
く
。

与
儀
議
員　

検
討
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
前
向
き
に
考
え
ら
れ

な
い
か
。

島
袋 

博 

保
健
福
祉
課
長 

　
高
齢

者
等
の
雇
用
の
安
定
化
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
い
て
発
起
人

を
中
心
に
設
立
準
備
委
員
会
を

設
置
し
て
立
ち
上
げ
る
が
、
こ

の
法
人
を
ず
っ
と
維
持
し
て
い

く
責
任
が
あ
り
そ
の
中
で
町
は

手
伝
い
が
で
き
る
た
め
、
そ
う

い
っ
た
相
談
が
あ
れ
ば
乗
っ
て

い
く
。

与
儀
議
員　

稚
貝
の
養
殖
、
稚

魚
の
放
流
事
業
は
継
続
さ
れ
て

い
る
か
。

町
長 

魚
の
減
少
を
防
ぎ
、
海
の

資
源
を
育
み
つ
く
り
育
て
る
漁

業
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
ハ
マ
フ
エ
フ
キ

６
０
０
０
匹
、
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ

１
万
匹
の
放
流
を
計
画
し
て
い

る
。

与
儀
議
員　

養
殖
・
放
流
事
業

で
漁
獲
高
の
影
響
は
あ
る
か
。

町
長 

金
武
漁
業
協
同
組
合
で
は

組
合
員
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ

り
魚
の
取
引
量
減
少
や
金
武
漁

協
で
の
セ
リ
が
実
施
さ
れ
て
お

ら
ず
、
放
流
し
た
稚
貝
・
稚
魚

の
資
源
回
復
の
実
績
が
出
て
い

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

与
儀
議
員　

浜
田
漁
協
構
内
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
町
が
指

導
・
助
言
で
き
る
か
。

町
長 

施
設
内
の
整
理
整
頓
や
清

掃
等
の
管
理
は
町
か
ら
も
指

導
、
助
言
を
行
い
な
が
ら
実
施

を
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
金
武
漁
業
協
同
組
合
と
連
携

し
環
境
整
備
に
取
組
ん
で
い
く
。

水
産
業
の
振
興

※

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト

と
は

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
市
町

村
が
定
め
る
「
一
般
廃
棄
物
処

理
計
画
」
に
沿
っ
て
設
置
す
る

小
規
模
の
下
水
処
理
施
設
。
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（金武町議会だより） No.177令和6年6月3日

松田健人 議員

機
　
構
　
改
　
革

病
　
児
　
保
　
育

Ｄ
Ｘ
推
進
体
制

高
速
道
路
金
武
イ
ン
タ
ー

出
口
、
国
道
３
２
９
号
の

渋
滞
緩
和
及
び
４
車
線
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
議
員　

出
生
後
か
ら
18
歳

ま
で
の
事
務
統
合
に
よ
っ
て
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
続
を
統

合
し
、
本
庁
舎
と
教
育
委
員
会

の
往
来
等
を
省
略
し
て
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
を
図
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
か
。

仲
間 

一 

町
長　
地
方
自
治
法
第

１
８
０
条
の
２
の
規
定
に
基
づ

き
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、

町
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

一
部
を
教
育
委
員
会
に
委
任

し
、
こ
ど
も
支
援
課
の
業
務
を

教
育
委
員
会
に
移
管
し
て
学
校

教
育
課
と
連
携
し
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
こ
と
を
検
討
い
く
。

松
田
議
員　

教
育
委
員
会
は
従

来
の
組
織
構
造
の
学
校
教
育

課
、
社
会
教
育
課
、
こ
ど
も
支

援
課
の
３
課
構
成
と
な
る
想
定

か
。

町
長　

令
和
６
年
度
に
機
構
改

革
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
関

係
職
員
や
教
育
・
保
育
関
係

者
、
各
種
団
体
等
の
意
見
を
整

理
し
な
が
ら
令
和
７
年
度
の
実

施
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
く
。

松
田
議
員　

こ
の
機
構
改
革
は

学
校
教
育
課
と
こ
ど
も
支
援

課
、
社
会
教
育
課
と
商
工
観
光

課
で
よ
い
か
。

知
念 

久 
総
務
課
長　
教
育
委
員

会
の
課
の
中
に
現
在
の
学
校
教

育
課
、
こ
ど
も
支
援
課
が
あ
る

と
い
う
形
に
な
る
。

　

教
育
委
員
会
に
あ
る
社
会
教

育
課
の
業
務
を
町
長
部
局
に
移

し
て
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

受
入
事
業
を
や
っ
て
い
る
商
工

観
光
課
の
業
務
と
社
会
体
育
業

務
を
ミ
ッ
ク
ス
す
る
イ
メ
ー
ジ

で
、
残
り
の
文
化
振
興
、
生
涯

学
習
等
の
部
署
を
設
置
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
。

松
田
議
員　

こ
ど
も
支
援
課
が

教
育
委
員
会
に
移
動
に
な
っ
た

場
合
の
住
民
の
負
担
は
。

仲
間  

賢  

こ 

ど 

も 

支 

援 

課 

長  

　

児
童
手
当
や
こ
ど
も
医
療
費
の

手
続
は
当
課
に
来
な
い
と
い
け

な
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む

の
で
あ
れ
ば
１
つ
に
統
合
し
て

も
で
き
る
部
分
は
あ
る
。

松
田
議
員　

体
調
不
良
型
及
び

病
後
児
対
応
型
の
違
い
や
対
象

と
す
る
ケ
ー
ス
は
。

町
長　

体
調
不
良
児
対
応
型
は

就
学
前
施
設
を
利
用
す
る
園
児

が
保
育
中
に
発
熱
等
の
体
調
不

良
と
な
っ
た
場
合
、
保
護
者
が

迎
え
に
来
る
ま
で
の
間
、
園
の

看
護
師
に
よ
り
当
該
園
児
の
体

調
観
察
を
行
う
等
、
緊
急
的
な

対
応
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
病

後
児
対
応
型
は
病
気
の
回
復
期

で
あ
り
、
集
団
保
育
等
が
困
難

で
か
つ
保
護
者
の
勤
務
等
の
都

合
に
よ
り
家
庭
で
保
育
を
行
う

こ
と
が
難
し
い
在
園
児
及
び
在

園
児
以
外
の
生
後
６
か
月
か
ら

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
を

専
属
の
看
護
師
に
よ
り
一
時
的

に
保
育
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

松
田
議
員　

体
調
不
良
型
の
４

施
設
及
び
病
後
児
対
応
型
の
実

施
施
設
及
び
各
施
設
の
想
定
し

て
い
る
受
入
れ
人
数
は
。

町
長　

保
育
中
に
お
け
る
体
調

変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
受
入
れ
上
限
人
数
は
定
め

て
な
い
、
国
の
要
綱
に
お
け
る

職
員
配
置
は
看
護
師
１
名
に
対

し
て
園
児
２
名
程
度
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

病
後
児
対
応
型
の
実
施
は
金

武
こ
ど
も
園
に
お
い
て
１
日
当

た
り
利
用
定
員
を
５
名
以
内
で

予
定
し
て
い
る
。

松
田
議
員　

現
在
の
Ｄ
Ｘ
推
進

体
制
は
。

町
長　

正
規
職
員
１
名
、
会
計

年
度
任
用
職
員
１
名
の
体
制
と

な
っ
て
い
る
。

松
田
議
員　

Ｄ
Ｘ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
具
体
的
な
業
務
内
容
は
。

町
長　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
に
係

る
体
制
、
方
針
の
構
築
、
基
幹

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
及
び
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
、

新
庁
舎
建
設
に
お
け
る
シ
ス
テ

ム
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
、

Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
等
で
あ
る
。

松
田
議
員　

Ｄ
Ｘ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
活
用
し
て
新
た
に
取
り
組

む
Ｄ
Ｘ
の
想
定
は
。

町
長　

勉
強
会
や
Ｉ
Ｔ
技
術
研

修
等
を
行
い
な
が
ら
役
場
全
体

の
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
や
事
例
な
ど

を
共
有
し
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
機
運

醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
課
長
を
含
む
全
庁
的

な
推
進
体
制
を
構
築
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
や
各
課
の

業
務
課
題
等
を
調
査
し
な
が

ら
、
町
に
お
い
て
取
組
む
べ
き

Ｄ
Ｘ
の
方
針
や
時
期
等
を
検
討

し
て
い
く
。

.

そ
の
他
の
質
問
事
項

一般質問が2日間に渡ったため
QRコードが2つあります。
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（金武町議会だより）No.177 令和6年6月3日

大城一之 議員

令
和
６
年
度
施
政
方
針

金
武
火
葬
場

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
城
議
員　

複
合
庁
舎
整
備
事

業
の
基
本
設
計
の
進
捗
状
況
と

住
民
へ
の
周
知
は
。

仲
間 

一 

町
長　
主
に
構
造
、
規

模
、
配
置
等
を
決
め
る
こ
と
と

し
、
令
和
５
年
８
月
末
に
業
務

を
開
始
し
、
令
和
６
年
３
月
末

に
基
本
設
計
の
策
定
を
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

令
和
６
年
２
月
29
日
と
３
月

３
日
に
全
町
民
を
対
象
と
し
た

説
明
及
び
意
見
交
換
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
広
報
金
武
特
集

号
の
全
世
帯
配
布
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

大
城
議
員　

現
庁
舎
の
跡
利
用

は
。

町
長　

令
和
２
年
度
に
登
録
さ

れ
た
国
登
録
有
形
文
化
財
の
當

山
紀
念
館
が
隣
接
し
て
い
る
こ

と
や
平
成
２
年
度
策
定
の
金
武

町
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
基
本
構
想
、

平
成
13
年
度
策
定
の
金
武
町
移

民
資
料
館
等
に
関
す
る
基
本
構

想
を
踏
ま
え
て
、
公
共
施
設
等

跡
利
用
基
本
構
想
策
定
業
務
に

お
い
て
調
査
検
討
、
現
庁
舎
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
移
民
・
民
俗

資
料
館
と
し
て
再
整
備
に
向
け

て
取
組
ん
で
い
く
。

大
城
議
員　

第
１
回
金
武
町
大

綱
曳
で
各
区
の
班
長
の
仕
事
は

あ
る
の
か
。

仲
間 

功 

商
工
観
光
課
長　
班
長

が
行
う
仕
事
は
考
え
て
い
な
い
。

大
城
議
員　

９
月
に
大
綱
曳
を

開
催
す
る
と
の
事
だ
が
、
町
陸

上
や
十
五
夜
等
の
行
事
も
あ

り
、
10
月
は
金
武
町
ま
つ
り
も

あ
る
が
一
緒
に
で
き
な
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

金
武
町
ま
つ

り
と
大
綱
曳
を
一
緒
に
す
る
と

会
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
厳
し
い

た
め
大
綱
曳
と
金
武
町
ま
つ
り

は
別
で
進
め
る
方
向
で
考
え
て

い
る
。

大
城
議
員　

町
内
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
一
部
助

成
は
。

町
長　

運
動
施
設
の
利
用
者
の

伸
び
悩
み
や
運
動
継
続
者
の
少

な
さ
等
に
課
題
が
あ
っ
た
た

め
、
新
た
に
令
和
６
年
度
か
ら

金
武
町
運
動
施
設
利
用
料
助
成

事
業
実
施
要
綱
を
定
め
た
。
多

く
の
町
民
が
運
動
習
慣
を
獲
得

す
る
こ
と
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
等
の
生
活
習
慣
病

を
予
防
し
、
医
療
費
の
抑
制
及

び
町
民
の
健
康
に
つ
な
げ
る
た

め
に
18
歳
以
上
の
町
民
を
対
象

に
金
武
ス
ポ
ー
ツ
整
形
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
の
利
用
料
の
一
部
を
助
成

す
る
も
の
で
あ
る
。

大
城
議
員　

中
川
幼
稚
園
休
園

の
理
由
は
。

比
嘉
貴
一　

教
育
長　

令
和
６

年
度
中
川
幼
稚
園
入
園
で
希
望

者
は
１
人
で
あ
っ
た
。
申
込
み

の
あ
っ
た
保
護
者
と
令
和
５
年

12
月
に
面
談
を
行
い
、
現
時
点

で
申
込
者
が
１
人
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
保
護
者
が

申
込
み
を
辞
退
さ
れ
、
在
園
中

の
こ
ど
も
園
を
継
続
し
て
利
用

す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
令

和
６
年
度
の
中
川
幼
稚
園
に
入

園
す
る
者
が
０
人
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

令
和
６
年
１
月
の
教
育
委
員
会

議
に
お
い
て
中
川
幼
稚
園
に
入

園
す
る
者
が
０
人
で
あ
る
こ
と

を
報
告
し
、
２
月
の
教
育
委
員

会
議
に
お
い
て
令
和
６
年
度
に

お
け
る
中
川
幼
稚
園
等
の
対
応

に
関
す
る
方
針
に
つ
い
て
定
め

た
。

　

今
後
は
同
方
針
に
基
づ
き
、

令
和
６
年
度
中
川
幼
稚
園
は
閉

園
で
は
な
く
休
園
と
し
、
令
和

６
年
度
に
お
い
て
も
例
年
ど
お

り
令
和
７
年
度
、
中
川
幼
稚
園

の
入
園
募
集
に
係
る
業
務
を
行

っ
て
い
く
。

大
城
議
員　

金
武
火
葬
場
の
現

状
と
建
て
替
え
計
画
の
進
捗
状

況
は
。

町
長　

金
武
火
葬
場
は
昭
和
56

年
に
建
築
さ
れ
、
築
42
年
が
経

過
し
、
建
物
や
設
備
の
老
朽
化

が
著
し
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
令
和
４
年
３
月
に
改
定
さ

れ
た
金
武
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
お
い
て
も
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
早
急
な
改
修
が

必
要
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
大

規
模
修
繕
の
費
用
が
高
額
に
な

る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
建
て

替
え
を
含
め
活
用
可
能
な
補
助

メ
ニ
ュ
ー
の
調
査
等
を
行
い
、

整
備
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
く
。

大
城
議
員　

ど
う
い
う
形
で
計

画
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

伊
芸
慎
一
郎　

住
民
生
活
課
長

　

安
置
室
、
通
夜
室
の
設
備
が

必
要
な
の
か
ニ
ー
ズ
調
査
等
を

行
い
な
が
ら
検
討
の
準
備
を
令

和
６
年
度
に
や
る
予
定
で
あ
る
。

建築から42年経過した金武火葬場
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池原政文 議員

特
別
支
援
学
校
の
通
学
支
援

塵
芥
車
「
ゴ
ミ
収
集
車
」

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
原
議
員　

自
主
防
災
組
織
の

現
状
は
。

仲
間 

一 

町
長　
様
々
な
災
害
発

生
に
備
え
、
自
分
達
の
地
域
は

自
分
達
で
守
る
た
め
地
域
住
民

が
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら

防
災
活
動
に
組
織
的
に
取
組
む

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

既
存
の
金
武
町
防
災
マ
ッ
プ

に
記
載
さ
れ
て
い
る
避
難
経
路

に
よ
り
、
定
期
的
に
地
域
住
民

の
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。

池
原
議
員　

津
波
を
想
定
し
た

低
地
帯
地
域
の
住
民
へ
の
情
報

伝
達
は
。

町
長　

津
波
等
の
自
然
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
町
は

防
災
行
政
無
線
に
加
え
、
令
和

３
年
度
に
整
備
し
た
戸
別
受
信

機
等
の
情
報
媒
体
を
活
用
し
、

気
象
庁
か
ら
発
令
さ
れ
る
気
象

警
報
や
消
防
庁
か
ら
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
が
発
表
さ
れ
た
時
に
町
内
全

域
に
サ
イ
レ
ン
や
音
声
で
津
波

警
報
等
や
避
難
情
報
を
一
斉
に

発
信
し
て
い
る
。

池
原
議
員
　
防
災
行
政
無
線

（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、
戸
別
受

信
機
）
の
現
状
は
。

町
長　
平
成
27
年
度
に
町
内
45
か

所
導
入
し
、
運
用
を
し
て
き
た

が
、
導
入
か
ら
９
年
経
過
し
て

お
り
経
年
劣
化
や
令
和
５
年
８

月
に
発
生
し
た
台
風
６
号
の
影

響
で
伊
芸
地
区
や
屋
嘉
地
区
に

お
い
て
電
波
が
途
切
れ
る
不
具

合
が
生
じ
て
い
る
。
令
和
５
年

度
も
修
繕
対
応
を
行
っ
て
き
た

が
６
年
度
も
早
期
に
修
繕
を
図

っ
て
い
く
。

池
原
議
員　

停
電
時
の
非
常
用

発
電
機
（
避
難
所
、
上
下
水
道

施
設
）
の
設
置
は
。

町
長　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
非
常
用
発
電
機
に
よ
る
電

力
供
給
が
可
能
な
状
態
だ
が
、

伊
芸
・
屋
嘉
地
区
公
民
館
は
非

常
用
発
電
機
に
よ
る
電
力
供
給

が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

上
水
道
施
設
の
非
常
用
発
電

機
の
設
置
は
現
在
、
喜
瀬
武
原

の
浄
水
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
他
の
ポ
ン
プ
施
設
に

は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
台
風

等
災
害
時
の
停
電
の
備
え
と
し

て
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
が
必
要

な
水
道
施
設
に
非
常
用
発
電
機

を
リ
ー
ス
し
、
設
置
し
て
い
る
。

池
原
議
員　

年
末
か
ら
２
台
の

塵
芥
車
が
稼
働
で
き
な
い
期
間

が
生
じ
、
住
民
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
が
、
原
因
と
現
状
は
。

町
長　

１
台
は
令
和
５
年
12
月

29
日
に
ご
み
を
押
し
込
む
た
め

の
回
転
盤
に
動
作
不
良
が
生

じ
、
収
集
が
困
難
と
な
っ
た
。

も
う
１
台
は
６
年
１
月
に
ク
ラ

ッ
チ
デ
ィ
ス
ク
の
不
具
合
が
発

生
し
走
行
不
能
と
な
っ
た
。

　

原
因
は
常
に
２
〜
３
ト
ン
の

ご
み
を
載
せ
た
状
態
で
走
行
す

る
こ
と
や
坂
道
が
多
い
町
内
に

お
い
て
ク
ラ
ッ
チ
へ
の
負
担
が

大
き
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

２
月
よ
り
通
常
の
稼
働
と
な
っ

て
い
る
。

池
原
議
員　

塵
芥
車
の
買
換
え

は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
必
要
な
点
検

を
行
い
な
が
ら
使
用
し
て
い
る

が
、
車
両
の
特
性
や
使
用
状
況

上
か
か
る
負
担
が
大
き
い
た
め

当
該
車
両
の
劣
化
状
況
等
を
踏

ま
え
、
車
両
の
更
新
を
検
討
し

て
い
く
。

池
原
議
員　

修
繕
中
の
レ
ン
タ

ル
料
は
い
く
ら
か
。

伊
芸
慎
一
郎
　
住
民
生
活
課
長

月
50
万
円
で
あ
る
。

池
原
議
員　

補
助
金
を
待
た
な

い
で
早
く
購
入
し
た
方
が
良
い

の
で
は
。

伊
藝 

勲 

企
画
課
長　
塵
芥
車
は

毎
日
の
住
民
生
活
に
直
接
影
響

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
一

般
財
源
等
も
含
め
て
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

池
原
議
員　

利
用
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
数
は
。

比
嘉
貴
一
　
教
育
長　

特
別
支

援
学
校
に
在
籍
す
る
町
の
児

童
・
生
徒
は
名
護
特
別
支
援
学

校
10
人
、
桜
野
特
別
支
援
学
校

１
人
、
泡
瀬
特
別
支
援
学
校
１

人
の
合
計
12
人
で
４
人
が
介
護

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
る
。

池
原
議
員　

介
護
タ
ク
シ
ー
以

外
の
通
学
支
援
は
。

教
育
長　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ

る
登
校
が
困
難
で
保
護
者
が
自

家
用
車
等
で
直
接
学
校
ま
で
送

迎
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
に
つ

い
て
は
沖
縄
県
特
別
支
援
学
校

就
学
奨
励
費
の
制
度
が
活
用
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

池
原
議
員　

県
か
ら
の
交
通
費

助
成
は
児
童
・
生
徒
に
よ
っ
て

違
う
の
か
。

金
城
明
美
　
学
校
教
育
課
長
　

奨
励
費
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
家
庭
の
収
入
に
よ
っ
て
給
付

さ
れ
る
金
額
が
変
わ
っ
て
く
る
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
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崎浜秀幸 議員

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崎
浜
議
員　

当
初
計
画
か
ら
何

年
に
な
る
か
。

仲
間 

一 

町
長　
ト
ロ
ピ
カ
ー
ナ

社
と
町
は
平
成
24
年
に
覚
書
、

基
本
合
意
書
、
土
地
賃
貸
契
約

を
締
結
し
て
お
り
、
令
和
６
年

で
12
年
に
な
る
。

崎
浜
議
員　

今
後
、
新
た
な
企

業
へ
変
更
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

町
は
ト
ロ
ピ
カ
ー
ナ
社

と
１
０
０
年
間
の
土
地
貸
付
等

の
覚
書
、
基
本
合
意
書
、
土
地

賃
貸
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、

現
時
点
で
計
画
が
示
さ
れ
て
い

る
中
で
は
契
約
の
履
行
を
促
す

対
応
を
顧
問
弁
護
士
と
調
整
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

崎
浜
議
員　

ト
ロ
ピ
カ
ー
ナ
社

と
話
を
し
た
感
触
は
。

仲
間 

功 

商
工
観
光
課
長　
説
明

の
中
で
は
動
い
て
い
く
と
い
う

ふ
う
に
感
じ
た
が
、
そ
の
後
に

話
が
変
わ
っ
て
き
た
た
め
、
そ

の
内
容
も
含
め
て
弁
護
士
を
通

じ
て
ど
う
い
っ
た
動
き
が
で
き

る
の
か
確
認
を
し
て
い
る
。

崎
浜
議
員　

当
初
の
説
明
で
は

商
業
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
ホ
テ

ル
、
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
い
た

が
、
相
手
と
具
体
的
な
業
種
の

計
画
を
話
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

商
工
観
光
課
長　

職
種
は
ホ
テ

ル
マ
ン
、
営
業
販
売
、
宴
会
場

の
ウ
ェ
イ
タ
ー
、
調
理
等
、
保

守
警
備
、
駐
車
場
管
理
、
施
設

に
関
連
す
る
土
木
か
ら
造
園
等

も
含
め
た
多
種
に
わ
た
る
業
種

の
中
で
雇
用
人
数
約
8
0
0
名

の
報
告
は
出
て
い
た
。

崎
浜
議
員　

ギ
ン
バ
ル
地
域
で

町
民
は
何
名
雇
用
さ
れ
て
い
る

か
。

商
工
観
光
課
長　

医
療
施
設
や

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｏ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ　

Ｈ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
野
球

場
、
屋
内
運
動
場
、
ビ
ー
チ
等

を
含
め
た
雇
用
総
数
１
７
１
名

で
町
民
雇
用
は
94
名
で
あ
る
。

崎
浜
議
員　

土
地
賃
貸
契
約
料

は
自
主
財
源
か
ら
出
て
い
る
の

か
。

商
工
観
光
課
長　

一
部
町
の
財

源
か
ら
出
て
い
る
。

崎
浜
議
員　

賃
貸
契
約
を
し
て

い
る
経
緯
は
。

金
城 

司 

副
町
長　
ギ
ン
バ
ル
地

域
に
は
一
部
並
里
区
有
地
が
あ

り
、
並
里
区
か
ら
一
部
賃
貸
契

約
し
て
そ
の
土
地
を
借
り
て
く

れ
と
い
う
依
頼
が
あ
り
、
一
部

賃
貸
と
い
う
形
で
残
っ
て
い
る
。

崎
浜
議
員　

12
年
間
賃
貸
料
を

納
め
て
き
て
い
る
が
、
金
額
は

い
く
ら
か
。

商
工
観
光
課
長　

12
年
間
で
約

３
億
８
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

崎
浜
議
員　

永
久
に
賃
貸
し
続

け
る
考
え
か
。

副
町
長　

並
里
区
か
ら
一
部
そ

の
賃
貸
で
ず
っ
と
土
地
を
借
り

て
も
ら
い
、
区
の
運
営
資
金
に

し
た
い
と
い
う
こ
と
言
わ
れ

た
。
今
後
こ
の
ホ
テ
ル
建
設
が

進
む
中
で
も
し
か
し
た
ら
ど
こ

か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
並
里
区
の

考
え
が
変
わ
っ
た
時
は
町
の
財

源
等
も
鑑
み
て
、
そ
の
時
に
判

断
し
た
い
。

崎
浜
議
員　

保
育
士
正
規
職
員

雇
用
支
援
事
業
と
は
。

町
長　

既
に
従
事
し
て
い
る
非

正
規
雇
用
の
保
育
士
等
を
正
規

雇
用
に
転
換
す
る
こ
と
や
新
た

に
保
育
士
等
を
正
規
雇
用
す
る

た
め
に
要
し
た
費
用
の
一
部
に

対
す
る
補
助
金
と
し
て
１
人
当

た
り
月
額
３
万
円
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
対
象
は
５
施
設
で
６

名
を
予
定
し
て
い
る
。

崎
浜
議
員　

保
育
士
特
別
配
置

等
支
援
事
業
は
。

町
長　

毎
年
、
年
度
途
中
か
ら

待
機
児
童
の
発
生
が
見
込
ま
れ

る
０
〜
２
歳
児
ク
ラ
ス
に
お
い

て
円
滑
な
受
入
れ
を
行
う
た
め

の
体
制
整
備
と
し
て
あ
ら
か
じ

め
保
育
士
等
の
配
置
を
行
う
施

設
に
対
し
、
月
額
24
万
６
２
６

０
円
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
す
る
。

　

補
助
期
間
は
当
該
ク
ラ
ス
に

お
い
て
定
員
に
余
裕
が
あ
る
と

見
込
ま
れ
る
６
か
月
と
し
、
そ

の
対
象
は
２
施
設
で
そ
れ
ぞ
れ

１
名
を
予
定
し
て
い
る
。

崎
浜
議
員　

国
民
健
康
保
険
事

業
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
法
令
が
改
正
さ
れ
、現
行

の
保
険
証
は
令
和
６
年
12
月
２

日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と

が
閣
議
決
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の

後
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

保
険
証
を
紐
づ
け
た
マ
イ
ナ

保
険
証
で
利
用
い
た
だ
く
こ

と
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

ホテル予定地のギンバル地区

ギ
ン
バ
ル
等
の
開
発

健
や
か
で
明
る
く
心
の

ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

ホテル予定地
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前田健次 議員

屋
嘉
地
区
に
隣
接
す
る

う
る
ま
市
石
川
の
陸
上

自
衛
隊
訓
練
場
新
設
計
画

令
和
６
年
度
施
政
方
針

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

嘉
芸
小
学
校
前
横
断
歩
道

橋
設
置

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田
議
員　

町
単
独
の
不
妊
治

療
の
助
成
制
度
の
現
状
は
。

仲
間 

一 

町
長　
不
妊
等
に
悩
む

夫
婦
に
対
し
て
経
済
的
負
担
の

軽
減
と
少
子
化
対
策
と
し
て
平

成
26
年
度
か
ら
開
始
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
２
３
４
名
の

方
が
助
成
事
業
を
利
用
し
て
お

り
、
そ
の
内
72
名
の
方
が
妊
娠

に
至
っ
て
い
る
。

前
田
議
員　

台
風
、
地
震
、
津

波
等
の
自
然
災
害
時
に
対
す
る

町
民
の
安
全
と
安
心
の
生
活
支

援
と
町
民
の
不
安
や
課
題
を
解

消
す
る
施
策
が
う
た
わ
れ
て
い

る
が
、
実
施
さ
れ
て
い
る
避
難

訓
練
の
参
加
人
数
や
課
題
は
。

町
長　

住
民
等
の
地
震
、
津
波

に
対
す
る
防
災
意
識
の
啓
発
や

津
波
避
難
訓
練
を
行
い
、
防
災

体
制
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
お

り
、
令
和
５
年
度
は
11
月
２
日

に
訓
練
を
行
っ
た
。

　

参
加
人
数
は
個
人
や
団
体
を

含
め
１
６
２
９
人
が
参
加
し

た
。
当
日
の
訓
練
は
お
お
む
ね

計
画
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

前
田
議
員　

町
の
高
齢
者
福
祉

計
画
等
は
何
期
目
で
現
在
の
計

画
予
定
と
必
要
な
介
護
ス
タ
ッ

フ
の
現
状
と
人
材
の
確
保
は
。

町
長　

町
の
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
は
８
期
目
が
策
定
済
み
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
９
期
計
画

を
作
成
中
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
平
均
寿
命
が
伸
び

て
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増

加
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
介
護

ス
タ
ッ
フ
の
人
材
不
足
が
全
国

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
は
令
和
３
年
２
月
25
日
か

ら
計
６
日
間
、
介
護
の
基
礎
的

な
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
る

入
門
的
研
修
を
町
民
25
名
対
象

に
実
施
し
、
人
材
の
確
保
や
育

成
に
取
組
ん
で
い
る
。

前
田
議
員　

こ
れ
ま
で
金
武
町

は
ど
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て

い
る
の
か
。

町
長　

令
和
６
年
２
月
11
日
に

う
る
ま
市
の
旭
区
と
東
区
の
住

民
の
み
を
対
象
と
し
た
説
明
会

が
行
わ
れ
た
と
報
道
が
あ
っ
た

が
、
町
に
対
す
る
国
か
ら
の
説

明
は
現
時
点
で
行
わ
れ
て
い
な

い
。

前
田
議
員　

陸
自
訓
練
の
建
設

予
定
地
は
う
る
ま
市
だ
が
、
訓

練
等
の
影
響
は
屋
嘉
地
域
に
及

ぶ
こ
と
が
十
分
に
予
想
さ
れ

る
。
基
地
負
担
軽
減
の
観
点
か

ら
も
既
存
の
米
軍
施
設
と
の
整

理
統
合
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　

町
と
し
て
は
さ
ら
な
る

基
地
負
担
の
増
加
に
つ
な
が
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
既
存

の
米
軍
施
設
の
整
理
統
合
は
行

う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　

屋
嘉
区
に
つ
い
て
も
陸
自
訓

練
場
計
画
地
の
近
隣
に
位
置
し

て
い
る
こ
と
か
ら
訓
練
場
整
備

に
よ
り
住
民
の
生
活
環
境
等
に

影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

　

さ
ら
に
陸
自
訓
練
場
計
画
地

は
閑
静
な
住
宅
地
に
隣
接
し
、

付
近
に
は
県
立
石
川
青
少
年
自

然
の
家
、
沖
縄
県
警
察
学
校
、

沖
縄
自
動
車
道
等
が
あ
り
、
ま

た
地
元
う
る
ま
市
長
や
沖
縄
県

知
事
、
県
議
会
等
も
白
紙
撤
回

を
求
め
て
い
る
段
階
で
の
配
置

は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

前
田
議
員　

児
童
ら
の
災
害
時

の
安
全
な
避
難
行
動
と
歩
行
者

の
交
通
事
故
防
止
の
観
点
か
ら

同
横
断
歩
道
を
横
断
歩
道
橋
に

架
け
替
え
る
考
え
は
な
い
か
。

比
嘉
貴
一　

教
育
長　

国
土
交

通
省
の
定
め
る
立
体
横
断
施
設

技
術
基
準
に
よ
る
と
幅
員
の
広

い
信
号
交
差
点
に
お
い
て
横
断

者
が
横
断
を
完
了
す
る
の
に
相

当
の
時
間
を
要
す
る
た
め
危
険

が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
右
折
及

び
左
折
交
通
量
が
多
い
信
号
交

差
点
に
お
い
て
横
断
者
の
事
故

が
多
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
等
、
幾
つ
か
の
設
置
基
準
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
嘉
芸
小
学

校
前
は
こ
の
基
準
に
該
当
し
な

い
こ
と
か
ら
歩
道
橋
の
設
置
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。恩納小学校前に設置されている歩道橋

（恩納村）

そ
の
他
の
質
問
事
項
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大城政敏 議員

国
の
補
助
金

金
武
町
町
政
基
本
条
例

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
城
議
員　

再
編
交
付
金
の
性

質
、
利
用
で
き
る
期
限
、
利
用

で
き
る
事
業
は
。

仲
間 

一 

町
長　
再
編
関
連
施
設

が
所
在
す
る
市
町
村
に
お
け
る

住
民
生
活
の
安
定
に
及
ぼ
す
影

響
の
増
加
の
程
度
及
び
そ
の
範

囲
を
考
慮
し
、
再
編
実
施
に
向

け
た
進
捗
状
況
及
び
そ
の
実
施

か
ら
の
計
画
期
間
に
応
じ
、
市

町
村
が
実
施
す
る
事
業
の
経
費

に
充
て
る
た
め
交
付
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　

再
編
の
進
捗
状
況
に
よ
り
交

付
期
間
は
変
化
す
る
た
め
、
具

体
的
期
間
の
明
示
は
な
い
が
、

お
お
む
ね
10
年
程
度
と
見
込
ん

で
い
る
。

　

利
用
で
き
る
事
業
は
住
民
に

対
す
る
広
報
に
関
す
る
事
業
、

国
民
保
護
に
関
す
る
事
業
、
防

災
に
関
す
る
事
業
、
住
民
生
活

の
安
全
向
上
に
関
す
る
事
業
、

情
報
通
信
の
高
度
化
に
関
す
る

事
業
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び

文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業
、

福
祉
の
増
進
及
び
医
療
の
確
保

に
関
す
る
事
業
、
環
境
衛
生
の

向
上
に
関
す
る
事
業
、
交
通
の

発
達
及
び
改
善
に
関
す
る
事

業
、
公
園
及
び
緑
地
の
整
備
に

関
す
る
事
業
、
環
境
保
全
に
関

す
る
事
業
、
良
好
な
景
観
の
形

成
に
関
す
る
事
業
、
企
業
の
育

成
及
び
発
展
並
び
に
そ
の
経
営

の
向
上
を
図
る
事
業
等
で
あ
る
。

大
城
議
員　

役
場
建
設
は
再
編

推
進
事
業
補
助
金
を
利
用
し
て

建
設
す
る
よ
う
に
進
め
て
い
る

が
、
こ
の
補
助
金
の
性
質
、
利

用
で
き
る
期
限
、
利
用
で
き
る

事
業
は
。

町
長　

駐
留
軍
等
の
再
編
の
実

施
に
向
け
た
措
置
の
推
進
を
図

り
、
駐
留
軍
等
の
再
編
を
的
確

か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
の

重
要
性
に
鑑
み
、
当
該
措
置
が

実
施
さ
れ
る
再
編
関
連
特
定
防

衛
施
設
に
係
る
再
編
関
連
特
定

周
辺
市
町
村
が
行
う
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
特
別
の
措
置
を
講

じ
、
も
っ
て
駐
留
軍
等
の
再
編

の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

利
用
で
き
る
事
業
は
防
衛
施

設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
法

に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
12

条
、
表
の
第
２
欄
に
掲
げ
る
施

設
で
、
そ
の
ほ
か
防
衛
大
臣
が

指
定
す
る
施
設
と
し
て
、
防
災

に
関
す
る
活
動
の
用
に
供
す
る

施
設
等
の
事
業
で
再
編
関
連
特

定
市
町
村
が
駐
留
軍
等
の
再
編

の
実
施
に
向
け
た
措
置
の
推
進

を
図
る
た
め
、
特
に
必
要
な
も

の
と
し
て
実
施
す
る
１
事
業
限

り
の
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
具

体
的
期
間
の
明
示
は
な
い
。

大
城
議
員　

金
武
町
町
政
基
本

条
例
が
平
成
19
年
に
制
定
さ
れ

た
目
的
は
町
民
主
体
の
自
治
の

実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
で
あ

る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
町

政
に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
や

す
く
提
供
し
情
報
の
共
有
化
に

努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
大

原
則
と
し
、
行
政
運
営
が
町
長

の
暴
走
や
一
部
の
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
行
政
支
配
を
防
ぐ
こ
と
を

倫
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
が

金
武
町
町
政
基
本
条
例
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

そ
の
制
定
の
目
的
及
び

基
本
理
念
を
基
に
町
は
町
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支

援
の
他
、
分
か
り
や
す
い
情
報

の
提
供
と
共
有
化
、
町
政
運
営

に
町
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

町
民
参
画
の
た
め
の
必
要
な
措

置
に
取
組
む
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
。

大
城
議
員　

福
祉
セ
ン
タ
ー
を

取
り
壊
し
て
役
場
を
建
設
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
当
該
計
画
に

係
る
住
民
説
明
会
、
関
係
団
体

説
明
会
、
行
政
懇
談
会
で
の
説

明
会
、
広
報
金
武
特
集
号
の
全

世
帯
配
布
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
を
実
施
し
て
い
る
の
で

必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

大
城
議
員　

福
祉
セ
ン
タ
ー
を

取
り
壊
し
て
役
場
を
建
設
す
る

こ
と
に
つ
い
て
町
長
は
こ
れ
ま

で
町
民
対
象
の
説
明
会
に
は
一

度
も
参
加
し
て
い
な
い
が
、
な

ぜ
か
。

町
長　

住
民
説
明
会
に
つ
い
て

は
副
町
長
を
中
心
に
複
合
庁
舎

整
備
推
進
課
に
お
い
て
、
で
き

る
限
り
町
民
へ
の
説
明
や
意
見

交
換
を
す
る
機
会
を
設
け
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

複
合
庁
舎（
役
場
）の

基
本
設
計

現
役
場
の
状
況

住
　
民
　
訴
　
訟

墓
　
地
　
団
　
地

そ
の
他
の
質
問
事
項
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（金武町議会だより） No.177令和6年6月3日

大城 一之  議員令和６年　第２回（３月）定例会

令和６年　第２回（３月）定例会　議決結果一覧

　令和６年第２回定例会が３月４日（月）に招集され、26日（火）までの会期で開催
された。一般質問は14名の議員が登壇した。
　各会計の補正予算や条例改正などの議案が上程され審議を行った。
　また、令和６年度の各会計の予算と関連する条例改正については、議長を除く議
員15名で構成する予算審査特別委員会において審議を行い、可決となった。
　議決結果は、下記のとおり。

件　　　　　　名 議決結果
原案可決

（賛成多数）
（附帯決議あり）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
※特別多数議決
（全会一致）

令和６年度金武町一般会計予算
　歳入歳出それぞれ117億1,511万7,000円　※内訳は19ページ
金武町財政調整基金の処分について
　総務費、民生費及び教育費等に充てるため財政調整基金から一般会計へ4億498万1,000
円以内を充当するもの。
令和６年度金武町国民健康保険事業特別会計予算
　歳入歳出それぞれ18億1,876万8,000円
金武町国民健康保険事業財政調整基金の処分について
　国民健康保険事業財政調整基金から国民健康保険事業費納付金へ2,000万円以内を充
当するもの。
令和６年度金武町後期高齢者医療特別会計予算
　歳入歳出それぞれ2億1,802万7,000円
令和６年度金武町水道事業会計予算
　水道事業収益5億3,781万1,000円、水道事業費用6億4,731万6,000円
令和６年度金武町下水道事業会計予算
　下水道事業収益4億1,661万3,000円、下水道事業費用4億1,661万3,000円
金武町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
　地方自治法の改正により、金武町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関するに関す
る条例の一部を改正するもの。
金武町水道施設設置及び管理条例を廃止する条例について
　令和6年度より伊芸区簡易水道事業が金武町水道事業へ統合することに伴い、条例を廃
止するもの。
金武町下水道事業の地方公営企業法適用に係る関係条例の整備に関する条例について
　令和6年度より金武町下水道事業に地方公営企業法を適用することと、伊芸区簡易水道
事業が金武町水道事業へ統合することに伴い、関係条例を整備するもの。
負担付き寄附の受け入れについて
　並里地区公民館非常用発電機更新に充てることを目的に並里区から寄附を受け入れる
もの。



17

（金武町議会だより）No.177 令和6年6月3日

件　　　　　　名 議決結果

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

負担付き寄附の受け入れについて
　伊芸地区公民館トイレ改修工事に充てることを目的に伊芸区から寄附を受け入れるもの。
重要な公の施設の長期かつ独占的な利用について（金武町ヘルスケアセンター）
　利用させる団体：ギンバルの杜ＫＩＮスポーツ・整形クリニック
　利用させる期間：令和6年4月1日～令和16年3月31日
令和５年度金武町一般会計補正予算（第９号）
　歳入歳出それぞれ4億1,734万6,000円を減額し、補正後の予算総額を117億8,494万
9,000円とするもの。補正の主なものは、障害児判定会議で配置基準を満たさなかった分と
保育士を確保できなかった障害児加配支援員の配置実績による減である。
令和５年度金武町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ4,002万5,000円を増額し、総額19億6,553万7,000円とするもの。補正
の主なものは高額療養費の支出額の減額が見込まれるための負担金の減である。
令和５年度金武町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ1,141万円を減額し、総額1億7,901万3,000円とするもの。補正の主なも
のは町が徴収した保険料等を保険者である沖縄県後期高齢者広域連合へ納付する負担金
の減である。
令和５年度金武町下水道事業特別会計補正予算（第４号）
　歳入歳出それぞれ2,070万円を減額し、総額それぞれ1億4,672万8,000円とするもの。補
正の主なものは宅内浄化槽から下水道へ接続する費用に係る補助金の執行残額の減であ
る。
令和５年度金武町水道事業会計補正予算（第４号）
　収益的支出の沖縄県企業局用水購入費1,025万8,000円を増額し、総額を6億289万
8,000円とするもの。補正の主なものは、沖縄県企業局用水の受入増量に伴う受水費の増額
である。
金武町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　町営住宅における入居の資格や入居の期限等の規定を明確化するため、条例の一部を改
正するもの。
金武町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設
等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
　母体保護法施行規則等の一部を改正する内閣府令が公布され、子ども・子育て支援法施
行規則等関係法令の一部が改正されたことに伴い、条例の一部を改正するもの。
金武町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例について
　学童クラブの事業所ごとに安全計画を策定し利用児童の安全確保を図ること、感染症や
非常災害の発生時の状況下であっても早期に業務の再開を図るために業務継続計画を策定
し、必要な措置を講ずるため、条例の一部を改正するもの。
金武町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例について
　こども未来戦略において、保育所等における職員配置基準の改正が閣議決定され、就学
前教育の子どもに関する教育、保育の総合的な提供の推進に関する法律の一部改正に
伴い、条例の一部を改正するもの。
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（金武町議会だより） No.177令和6年6月3日

件　　　　　　名 議決結果

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

当　選

原案可決
（全会一致）

原案可決
※特別多数議決

（2/3以上の賛成多数）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

金武町役場の位置を定める条例の全部を改正する条例について
　金武町役場の位置を新庁舎竣工後６ヶ月以内に金武町字金武1番地から金武町字金武
1842番地に変更するもの。
金武町公の施設の指定管理者の指定について（金武町フィッティングセンター）
　指定管理者：株式会社　佐喜眞義肢
　指 定 期  間：令和6年4月1日～令和16年3月31日
金武町公の施設の指定管理者の指定について（金武町海洋療法児童リハビリセンター）
　指定管理者：学校法人智帆学園　発達支援センターぎんばるの海
　指 定 期 間：令和6年4月1日～令和16年3月31日
財産の貸付について
　貸付の目的：ふるさとづくり整備事業（飲食及び長期滞在型宿泊施設等）
　貸 付 物  件：土地（ＡＳＢＯ　ＳＴＡＹ　ＨＯＴＥＬ隣接地）
　貸付の相手方：株式会社　アイロムＰＭ
　貸 付 期  間：契約締結の日～令和30年9月9日
工事請負契約締結について（金武中学校土地造成施設災害復旧工事）
　件　　　　名：金武中学校土地造成施設災害復旧工事
　契約の相手方：株式会社ホカマ
　契  約  金  額：4,838万9,000円
金武町議会議員の請負の状況の公表に関する条例
　地方自治法では、議員個人と町との請負が認められていなかったが、改正により政令で定
める一定金額までは、議員個人による町との請負が規制の対象から除かれることとなった。
　議員と町との間の請負の状況を公表すること等により、請負の状況の透明性を確保し、議
会の運営の公正及び事務の執行の適正を図るため制定するもの。
教育委員の任命について
　仲間義守氏を教育委員に任命するため同意を求めるもの。
金武町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙
　任　期：令和６年５月１５日～令和１０年５月１４日
　委　員：宮城健英氏、宜野憲一氏、仲間正己氏、仲間常夫氏、
　補充員：①前田和男氏、②安里恵美子氏、③山城仁氏、④宇久田貞雄氏
　（番号は委員に欠員が生じた際の補充順）

議員派遣に関する決議

※特別多数議決とは・・・

　住民への影響が特に大きい重要な案件の決定については、より慎重な判断が求められることから、

地方自治法などに規定されたもので出席議員の３分の２以上の同意が必要。
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（金武町議会だより）No.177 令和6年6月3日

令和6年度　一般会計予算

117億1,511万7,000円

歳  出
（性質別）

117億1511万7千円

物件費
2,208,049千円
（18.8％）人件費

2,052,864千円
（17.5％）

投資的経費
1,477,952千円
（12.6％）

扶助費
1,247,799千円
（10.7％）

公債費
385,150千円
（3.3％） 予備費

20,000千円
（0.2％）

補助費等
3,402,211千円
（29.0％）

その他の経費
921,092千円
（7.9％）

歳  入
117億1511万7千円 地方交付税

2,196,213千円
（18.7％）

財産収入
2,207,137千円
（18.8％）

町税
1,431,592千円
（12.2％）

県支出金
1,361,524千円
（11.6％）

国庫支出金
2,185,509千円
（18.7％）

その他
1,449,683千円
（12.4％）

繰入金
883,459千円
（7.5％）

歳  出
（目的別）

117億1511万7千円

公債費
385,150千円
（3.3％）

土木費
432,837千円
（3.7％） その他

1,118,877千円
（9.6％）

民生費
3,587,118千円
（30.6％）

総務費
3,068,121千円
（26.2％）

教育費
1,804,656千円
（15.4％）

農林水産業費
598,738千円
（5.1％）

衛生費
719,620千円
（6.1％）
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（金武町議会だより） No.177令和6年6月3日

予算審査特別委員会の令和６年度工事箇所の調査

予算審査特別委員会附帯決議

附　帯　決　議

金武町ベースボールスタジアム
外野スタンド改修工事

嘉芸小学校屋内運動場建設工事 町道金武１１９号線整備工事

伊芸地区公民館改修工事（トイレ改修）

令和６年３月２6日
金 武 町 議 会

　金武町大綱曳きについて、９月２２日の開催案は地域及び町当局の負担が大きく厳しいため、金武町

まつりとの同時開催を含め両実行委員会で十分協議されたい。

 嘉芸小学校普通教室棟建設工事実施設計業務委託について、基本設計ができ次第、議会に対しその

内容を説明されたい。

　予算審査特別委員会において、各会計の令和６年度予算を審議した結果、議決結果一覧のとおり決

定することとした。

　その中で、一般会計に計上された大綱曳きと嘉芸小学校普通教室棟建設実施設計業務委託につい

て、下記のとおり附帯決議を提出し、最終本会議において委員会審査報告を行った。
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（金武町議会だより）No.177 令和6年6月3日

鳥羽マルシェでの視察 （鳥羽市） ヴィソン施設での視察 （多気町）

　産業建設委員会では観光関連産業の運営状況、事業者に関して県外の先進地の事例を調査した。
　
　①令和５年１１月２１日（水）
　　　三重県鳥羽市（とばし）　
　　　　  ・鳥羽マルシェの取組み
　②令和５年１１月２２日（木）
　　　三重県多気町（たきちょう）
　　　　  ・ヴィソン事業の取組み
　　　三重県名張市（なばりし）
　　　　  ・名張市事業継承人材マッチング支援事業

　調査結果
　鳥羽市の鳥羽マルシェは、観光関連産業と第一次産業とを結ぶ拠点になり、地域の食の魅力を情報発信
し第一次産業のみならず観光産業も含めたあらたな産業の活性化に資することを目的としている。
　多気町の複合商業リゾート施設は、三重県菰野町（こものちょう）の後継者のいない「片岡温泉」を引き
継ぎついだところからスタートし、広大な敷地には、ホテル、産直市場、薬草湯、和食の食材メーカーによる
体験型店舗、有名料理人が手がける地域食材を活かした飲食店舗、オーガニック農園など、約６８店舗が出
店する大型複合商業施設が２０２１年に誕生した。
　名張市では事業者の減少により、地方創生推進交付金を活用した事業者へ第３者承継支援策を打ち出
し、「名張市事業承継人材マッチング支援協議会」を立ち上げ、承継支援策として、創業希望者を後継者不
在の事業者へのマッチングを目指し、創業セミナーの開催や農家の補助金活用ついて、ＥＣサイト立ち上げ
を商工会議所と連携している。
　本町でも観光関連産業と第一次産業とを結ぶ拠点づくりを講じていく必要があり、複合商業施設に関し
ては、熱意のある民間事業者と積極的に意見交換を行い、官民それぞれの得意分野で役割分担を行い、協
創していくことがまちづくりは必要である。事業継承人材マッチング支援事業に関しては事業所・個人事業
者を把握し、事業承継支援に取組む必要があり、地域で住みよい環境を確保し、将来にわたって活力あるま
ちを維持していく為に地方創生推進交付金を活用した事業を取り組む必要がある。

産業建設委員会　所管事務調査
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（金武町議会だより） No.177令和6年6月3日

ごみ問題に関する視察 （上伊那広域連合） 高齢者向け施策に関する聞き取り （笛吹市）

　教育民生委員会ではごみの減量化に関する取組みと高齢者向け施策に関して県外の先進地の事例を調
査した。
　
　①令和５年１１月１５日（水）
　　　長野県上伊那広域連合（かみいなこういきれんごう）
　　　　  ・指定ごみ袋チケット
　②令和５年１１月１６日（木）
　　　山梨県笛吹市（ふえふきし）
　　　　  ・アクティブシニア応援事業
　　　　  ・高齢者ごみ出し支援事業

　調査結果
　長野県は全国の中でもごみの減量化が進んでいる。その長野県でごみ袋購入のためのチケット制度を導
入している８市町村で構成される上伊那広域連合におけるごみ減量化の取り組みを視察した。
　ごみの減量化は環境問題のみならず、焼却炉への負荷軽減、最終処分場の延命化、ごみ処理経費の財
政負担が軽減される。上伊那広域連合では生ごみは水分を切って出すよう呼びかけ、再資源化が可能なプラ
スチック、ペットボトル、古紙、衣類等は可能な限り分別回収を行っていた。
　金武町のごみを処理している金武地区消防衛生組合では令和２年に新焼却炉が稼働し、今後最終処分
場を整備する予定となっている。本町においてもこれらの施設を末永く活用するためにより一層ごみの減量
化に取り組む必要がある。
　笛吹市は総人口が減少しつつ、高齢者人口が増加傾向にあり、高齢者が「いつまでも自分らしく暮らせる
まち」を実現するため様々な施策を実施し、より一層活動してもらうためのサービス創設に取り組み、新た
にアクティブシニア応援事業を始めた。笛吹市のごみ出し支援事業はシルバー人材センターの事業を活用し
ていた。センターではブドウ農園での木の選定、公共施設の草刈り等で多くの高齢者が活躍していた。
　本町においても多くの高齢者向け施策を展開しているが、高齢者が可能な限り家の外で活動していただく
ために、現状の施策のブラッシュアップを図り、健康寿命を延ばすための展開が必要である。

教育民生委員会　所管事務調査
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　２月２９日（木）、那覇市のパシフィックホテル沖縄で沖縄県町村議会議長会主催の町村議会議員・

事務局職員研修が開催された。研修会では沖縄県企画部市町村課の真栄田義泰課長が「市町村行

財税政等の状況」と題して公務員制度の現状、令和４年度市町村決算の概要、一括交付金の活用事

例、市町村税徴収実績等についてについて講演を行った。

　また、弁護士の太田雅幸氏が「地方議会とハラスメント」をテーマに講演した。太田氏は「議員側に

自分は偉いという思い込み、職員側には選挙で選出された議員に抵抗・拒絶できない蓋然性が高い」

と指摘した。パワハラの例として執行部の答弁が自分の考えている内容になるまで長時間質問し続け

ることをあげた。ハラスメントをしている議員本人はその行為がハラスメントだと気づいておらず、研修

会の実施やハラスメント防止条例の制定を防止策として提言した。

　１月３０日（火）、那覇市の自治会館で沖縄県町村議会議長会主催の議会広報研修会が開催され

議会広報調査特別委員が参加した。熊本日日新聞社NIE専門委員で熊本大学の越地真一郎客員教授

が「少しは化けましたか！！～創意、熱意の取り組みに学ぶ～」と題して講演を行った。研修会では各

町村の議会だよりの編集作業を意見交換した。また、全国の議会だよりを事例に住民（読者）の期待

した編集、住民とともに考える姿勢で作成ができるよう講習を受けた。

議 会 広 報 研 修 会

町村議会議員・事務局研修会

講演をする越地真一郎氏

講演をする真栄田義泰氏 ハラスメントを語る太田雅幸氏
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ＱＲコードを読み取ると議会中継

サイトに繋がります。

金武町ホームページからもご覧になれ

ます。

委員会の運営について語る金城康次氏

傍　聴　案　内
　議会を傍聴しませんか。６月定例会の開会は６月２５日（火）を

予定しており、日程が決まり次第、

戸別受信機やホームページで

お知らせいたします。

金武町議会事務局

ＮＴＴ：０９８－９６８－２２９２

※町立図書館と各区事務所で会議録をご覧になれます。

　５月１３日（月）、自治会館で常任委員長・副委員長実務研修会が開催され、金武町議会から

３常任委員会、６人の委員長・副委員長が参加した。

　研修会では沖縄県町村議長会の金城康次事務局長が「常任委員会審査と連合審査会及び分

科会等について」と題して単独の委員会による審査と複数の委員会による連合審査会、委員会の

内部に分科会を設置して審査する方法を紹介し、違いを説明した。

常任委員長・副委員長実務研修会


